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１．はじめに 

  三上（1953）以来、「ガ／ノ」交替について、さまざま議論されてきた1。しかし、現代語

中心で、内省に基づく議論が主であった。幸いにして、充実されつつある通時コーパスが

利用できるようになったので、可能な限りコーパスを利用して検討をしてみた。報告の要

旨は次の通りである。 

① 中古語の主語の格表示（主格）はゼロ格（φ）である。しかし、連体形節等では「ガ」

または「ノ」が用いられることがある。これら主語表示「ガ・ノ」は属格であること

が、コーパス分析から確認できる。 

② 中古語の連体形節等における「ゼロ格(φ)／ガ・ノ」交替と、現代語における「ガ／

ノ」交替は、言語学的にいえば「主格／属格」交替であり、同一現象である。 

③ 通時コーパスによって、中古と現代とで「主格／属格」交替現象を比較検討すると、

属格主語の出現は、質的にも比率的にも変化はみられない。従って、主語への属格付

与メカニズムも変わっていないと考えることができる。 

④ 「主格／属格」交替は、名詞性（あるいは、名詞素性）を帯びた節でのみ生ずる現象

である。この名詞素性を持つ節を、主要部 C が名詞素性[+N]をもった節タイプの一つ

と位置付けて、生成統語論の立場で、「主格／属格」交替現象を説明する。 

 

２．中古語の主語表示としての「ガ・ノ」 

  連体形節等に於いて、主語の格表示として格助詞「ガ」と「ノ」が用いられることがあ

るのはよく知られている。これらの格助詞の種類について考察する。 

 

２．１  属格「ガ・ノ」の上接語分布 

  中古語では、属格助詞「ガ」の上接語は限定的であり「ノ」のそれは一般的と言われて

いる2が、その分布を中納言(「歴史コーパス」)で検索3・調査した。 

結果の概要を、表１とそれをグラフ化した図１に示す。共通の上接語も散見されるが、

どちらかが主力の場合が多く、真に共通なものは「君」（表１* 印の所）くらいである。結

論をいえば、互いの上接語の交わりは非常に小さく、ほぼ相補分布しているといっても差

支えない4  

 

                                                         
1 Harada(1971), Miyagawa(1993), Watanabe(1994), Hiraiwa(2001b), 大島（2010）など。 
2
 野村（1993）、（(2011) pp.75）など。 

3 検索条件：短単位検索、［名詞 or代名詞］＋[格助詞が orの](key)＋［名詞 or代名詞］ 
4
 分布の内容についての考察は、本稿の目的とは関係しないので立ち入らない。 
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表１ 属格「ガ・ノ」の上接語分布        表２ 主語表示「ガ・ノ」の上接語分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 属格「ガ・ノ」の上接語分布         図２ 主語表示「ガ・ノ」の上接語分布 

 

第4回コーパス日本語学ワークショップ予稿集 （2013年9月，国立国語研究所）

178



 
 

２．２  主語表示「ガ・ノ」の分布 

連体形終止節、已然形終止節（以降、連体形節、已然形節と称する）、ならびに「未然形

＋ば」節では、主語表示に「ガ・ノ」が現れることがある。この主語表示の「格」の種類

は何であろうか。本稿では、終止形終止節（平叙文）の主語表示5の格を主格とする。 

主語表示「ガ・ノ」の上接語の分布を、「中納言」を使って検索6・調査した。結果を表２

と図２に示す。上接語の分布が同じである上に、特殊環境（連体形節など）にしか現れな

いことから、これらの格助詞は属格とみても差支えない。Frellesvig ((2010) pp.127-131)

では、これらを「属格主語表示」(genitive subject marking)としていることは妥当であ

る。以降、属格表示された主語を属格主語と称する。                                                                  

  

３．中古語と現代語の「主格／属格」交替 

３．１  中古語の格交替 

中古語では、連体形節、已然形節、そして「未然形＋ば」節に於いては、（１）～（３）

に示すように、いわゆる「主格(ゼロ格φ)／属格(ガ・ノ)」交替が存在する。 

 

（１）連体形節の場合 

a.  [ いと胸 φ いたかるべき]ことなり                 （源氏物語）          

b.  [ こがるる胸 の 苦しき] に思ひあまれる炎とぞ見し  （源氏物語） 

c.  花すすき[君 φなき] 庭に群れたちて                （古今和歌集） 

d.  [ 鏡にて影見し君 が なき]ぞ悲しき            （大和物語） 

e.  [ 梅の香 φをかしき]を見出してものしたまふ。      （源氏物語） 

f.  [ 菊の花 のうつろへる]を折りて、男のもとへやる    （伊勢物語） 

g.  [ 日 φ たくる]ままに、いかならんと思したるを      (源氏物語)  

h.  [ 日 の かさなる]ままにいみじくなむ、             （落窪物語） 

（２）已然形節の場合 

     a.  迎へに[人φあれば]、今またもまゐり来む               （大和物語） 

     b.  [うちとくまじき人 の あれば]、こなたの火は消ちたるに、（枕草子） 

（３）「未然形＋ば」の場合 

a.  [琴なども習はす人 φ あらば]、いとよくしつべけれど、  (落窪物語) 

b.  [また見知る人 の 侍らば]こそあらめ、                  (落窪物語) 

 

３．２  現代語の格交替 

  現代語では、連体修飾節、補足節7などに於いて、（４）に示すように「主格／属格」交替

（通称「ガ／ノ」交替）が現れるが、已然形節（の一部）と「未然形＋ば」の後継である

仮定形節では、属格主語表示は生じない。 

 

 

                                                         
5 中古の平叙文の主語表示は「ゼロ格（無形）」である（金水・他(2011) pp.94-5,  Frellesvig 

(2010) pp.129）。 
6 検索条件：短単位検索、[名詞 or代名詞]＋[格助詞が orの](key)＋[動詞 or形容詞] 
7 益岡・田窪(1992, pp.182) 
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（４）現代語の格交替 

a.  [ 山田 が/の 買った]本                      連体修飾節 

b.  [ 秋刀魚 が/の 焼ける]匂い                  連体修飾節 

c.  [ 山田 が/の 来たの]を思い出した。          補足節 

d.  [ 山田 が/の 買ったの]を食べた。            補足節  

e.  [リンゴ が/の 皿の上にあったの]を食べた。   補足節（主要部内在型関係節） 

f.  [ 息子が/の いう]ままに、任せていた。       副詞節 

（１）と（４）を比較すれば分かるように、連体修飾節、補足節、そして副詞節など、連

体形節に限れば、属格主語が許される環境は、、中古語も現代語も同じである。 

 

３．３  中古語と現代語における属格主語の出現割合 

中古と現代とで、主格主語と属格主語の生ずる比率をコーパスで調査した。結果を図３

に示す。縦軸の節タイプに対応した、主格主語と属格主語の出現割合を横棒で表してある。 

重要なことは、連体形節に於いては、主格／属格交替現象は、中古語と現代語とでは量

的(出現比率)にもほとんど変化していないことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 中古・現代語の属格主語と主格主語の割合 

 

検索条件を注8に示した。検索結果には、目的に合わない文も多く含まれており、それら

の削除(手作業)が完璧でないことや、一定範囲、一定条件(随意に交替が可能と思われる文

脈)での検索であることから、図３の数値は、概略傾向を示す数値であると認識されたい。 

                                                         
8 対象コーパス：中古語＝平安時代データ、現代語＝BCCWJ；コアーデータ 

  各検索条件は次の通り。ただし連体形節での検索条件のみ記した（いずれも短単位検索）。

已然形・未然形はこれに準ずる。 

①中古・属格主語表示＝[名詞 or代名詞]＋[ガ or ノ](key)＋[動詞 or形容詞]＋[(key

から３語以内)連体形] （付録参照） 

②中古・主格主語表示＝[名詞 or代名詞](key)＋[動詞 or形容詞]＋[(key から３語以内)

連体形] 

③現代語・主語表示＝[名詞 or代名詞]＋[ガ or ノ](key)＋[動詞 or形容詞]＋[(key か

ら３語以内)連体形]   
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４．属格主語が生ずる環境 

  現代語において、平叙文、疑問文、そして命令文などには、属格主語は現れない。属格

主語が現れるは典型的な例は、主に（４）で述べたような、連体修飾節や補足節である。

さらに、（５）（６）に示すように、副詞可能名詞や副助詞などの補部である連体形節でも

現れる。これも、中古と現代で同じである。。 

 

（５）副詞可能名詞が使われている例 

a. [御都合のよろしい] おりに、お訪ねするつもりです。    大西巨人(2003) 

b. [時間の許す] かぎり、この男の顔を見ていたかった。    藤原万璃子(2002) 

c. [隼人の見る] ところ、木谷伝八の腕はなかなかのものである。 えとう乱星(2005) 

 

a’. [中将のなき] をりに見すれば、心憂しと思へど         (源氏物語) 

b’. [水の音の聞こゆる] かぎり は心のみ騒ぎたまひて、    (源氏物語) 

c’. [さばかりねたげなりし人の見る] ところもありなどこそは思ひはべりつれど、 

(源氏物語) 

（６）副助詞等が使われている例 

a. [彼女の帰宅する] まで に、決着をつけておきたかった。  折原一 (1992) 

b. [共産中国の認めた]よりもさらにいっそう重大化しているのではないかと 

    (ロバート・Ａ・スカラピノ 2003) 

c. [私の思う] に、これは芸術的衝動というよりもむしろ～   澁澤龍彦(2003) 

 

a’. [月の傾く] まで あばらなる板敷に臥せりてよめる       (古今和歌集)    

b’. [御使いの申す]よりも、いますこしあわただしげに申しなせば、（源氏物語） 

c’. かならずしも [我が思ふ] にかなわねど、               (源氏物語) 

 

  従来から、属格主語が現れる説明の一つとして、（非明示も含めて）名詞性の主要部(被

修飾部)の存在を仮定してきた。しかし、（６）の例文、ならびに中古の補足節や已然形節

を考えたとき、名詞的主要部の存在が必須だとは言えない。属格主語が生ずるのは、名詞

的特性（名詞素性）をもつ節そのものの存在が重要である。 

已然形節、「未然形＋ば」については、属格主語が現れることから、連体形節に近い名詞

性を帯びた節と考えられてきた9が、図３でもそれが裏付けられると同時に、これらが連体

形と同源あるいは、連体形＋αであったとの説明10もなっとくできる。現代語では、これら

が存在しないこともあり、対照分析のターゲットとしては、連体形節に重点をおいて説明

する。なお、「連体形節＋が」という主語表現が存在するが、この「ガ」は補文標識である

という説11もあり、今後の検討課題にしたい。 

 

５．属格主語が生ずるメカニズム 

５．１  先行研究概観 

                                                         
9 ホイットマン（2009） 
10 早田（2010）、金水・他（2011）pp.86-87. 
11

 Frellesvig (2010) pp.128-129. 
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  属格主語に関する先行研究は、ほぼ三分類できる。Miyagawa(1993)を中心とした主要部

DP仮説、Watanabe(1994)の WH-agree 仮説、そして Hiraiwa(2001ｂ)の連体形認可仮説であ

る。詳細は省き、概念のみの説明とする。 

  主要部 DP 仮説は、関係節をその典型として、連体形節の外側に付加された主要部 DP の

存在を仮定し、LFにおいて、主語が主要部 DPの指定部に移動して属格が認可されるという

主張である。前節で述べたように、中古と現代の実例をみるに、必ずしも外部主要部があ

るわけではない。 

  WH-agree 仮説は、WH 移動が認められる節に於いて、Tns-Agr-C システムにより属格付与

が可能になるという説である。主要部 DPからの属格認可は必要ないが、WH移動があるから

には主要部の存在を前提にしていることになろう。さらに、一般の疑問文といった WH移動

が関係している文で属格主語が生じないのも説明できない。 

  最後は、連体形認可仮説であるが、Hiraiwa は、述部連体形のみが属格主語を認可すると

述べている。しかし、独立用法の活用形と接続用法の活用形との区別12がつけられていない

ために、例えば「山田が／*の来るはずだ」のような、いわゆる人魚構文（角田 2012）で

は属格主語が許されないことを説明できない。 

  このように、いずれの理論も十全とは言い難い。そこで、以下述べるような、節タイプ

としての連体形節を提案する。 

 

５．２  連体形節によるメカニズムの説明 

 前節において、属格主語が生ずるのは、名詞素性の節の存在が重要であると述べた。そ

こで、この名詞素性をもつ節も、節タイプ(Clausal Type or Clausal Mood)13の一つである

と規定し、それを改めて「連体形節」と称することにする。そして、複雑な理論を立てる

ことなく、この連体形節の存在のみが、属格主語が生ずる必要十分条件であると主張する。

そして、属格主語の派生を生成文法(特に、ミニマリスト・プログラム）の立場で説明する。 

  文（節）は、項構造（Argument Structure）を派生する vP（動詞句）相とその上部に位

置し表現形式（Expression Structure）を決める CP相から構成される。CP相の主要部 Cが

節タイプを決める素性(Illocutionary force＝発話内力）を持っているとされている

(Radford 1997 pp.148)。日本語においては、節タイプと述部活用形（独立形式の活用形）

は密接な関係にあり、主要部 Cは述部の活用形も決定する力を持つと仮定する14。 

  終止形節の一つである平叙文と比較して、連体形節の派生の概要を説明する。図４は平

叙文の基本的節構造、図５は連体形節のそれである。 

図４に於いて、平叙文 CP の主要部 C（補文標識）は無標であって、主語に主格を、述部

に終止形を認可する素性[Nom, Concl]を持ち、時制句(TP)の主要部 T を経由してそれぞれ

を認可する。一方図５では、名詞素性[+N]を持つ主要部 Cが選択されている。［+N］素性を

持つ節主要部（C[+N]）には、[Nom/Gen、Adnom]素性が与えられているとする。それが TP

の主要部 T を経由して、主語に、主格または属格を、随意に認可し、述部には連体形を認

可して連体形節を派生する（時制素性[Tns]はどちらにも共通にあるので省略した）。 

                                                         
12

 金水・高山・岡崎・他(2011) pp.79. 
13 節タイプ（あるいは「節ムード」）とは、平叙文(declaratives)、疑問文（Interrogatives）、

命令文(directives)などを言う（cf. Narrog (2009) pp.135-158）。 
14

 活用形と句構造との関係については、研究の緒についたばかりである（cf．三原 2011、

三原・仁田 2012）。拙稿では、節タイプと独立形式の活用形との関係を提案している。 
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図４  終止形節(平叙文)の基本構造 図５  連体形節の基本構造 

 

  このように、派生の段階で、節主要部として、名詞素性[+N]を持つ補文標識 C が選択さ

れれば、その節(CP)は連体形節になり、属格主語が可能となる。 

  現代語の補語節では、、補文標識 Cに有声の「の」の存在が一般的である。形容動詞を除

いて、終止形の連体形への吸収によって終止形と連体形の区別ができなくなったので、そ

れらの区別と、節境界を明示するために「の」が挿入されたという説があるが、これは[+N]

素性の音声化とも考えられる15。 

 

６． 付随する問題 

６．１  主格目的語 

  属格付与の特殊な場合として、（７）のよう状態動詞構文における主語あるいは目的語の

属格表示がある。 

（７）a.    山田 が 英語 が/？の できること 

      b. ??山田 の 英語 が/の できること     

内省としては、（７a）は許容の範囲にあるが、（７b）の許容性については意見が分かれる

ところである。 

現代語コーパスの検索結果を（８～１０）に示す。 

（８）「が～が」の組合せ 

a.  だれも が 予想 が つくように、盲流が各地に起こり、  王 文山（1997） 

b.  彼 が 気 が 済むまでゲームをやっている間            浦賀和宏（2001） 

c.  俺 が 関心 が あるのは、誤診だけだ。                北方健三（2001） 

（９）「が～の」の組合せ 

a.  彼 が 人気 の あるわけがわかるような気がした。     立川ありあ（1992） 

b.  田中が 元気のいいころは田中の側近ナンバーワンを自認していた。  

本澤二郎（1993） 

c.  一介の中将くらい が 歯の 立つ相手ではない。      水沢蝶児（1991） 

                                                         
15

 外池滋生氏の示唆による。 
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CP

DPi-Nom

Subj

DPi

Vi

VP v

v'

vP

Vi-Conclusive

T

T'

TP C [Nom, Concl]

CP
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（１０）「の～の」の組合せ 

a.  自分たちの 納得の できることを、自分たちの見通しの中でやれる   

 山本冬彦（2002） 

b.  「じゃ、私の 気の 済むようにさせて…ねっ」       小林光恵（1998） 

c.  浪人兵法者の 歯の 立つような手合いではない、     司馬遼太郎（2003） 

   

残念ながら、現在のところ、「の～が」の組合せが見つかっていない(筆者の見過ごし)。 

[[NP の]［ NP が ］VP］なる組合せは、[[NP の NP]が VP] の読みが最優先される解析上

（parsing）の制約により実例が稀少なだけで、統語上の制約とは思われない。 

  結論として、格表示の四つの組合せに関しては、統語的には随意に選択できると仮定し

ておきたい。「の～が」の組合せは、認知(解析)上の制約があり、発話が困難と考える。 

主語と目的語へ同時に格付与できるのは、「格付与の多重一致理論」（Multiple Agree

（Hiraiwa 2001a））の適用例と考える。 

 

６．２  他動性制約 

  現代語では、（１１）のような、属格主語のあとにヲ格目的語が介在すると容認度が著し

く低下すると言われている。 これは、統語的制約か解析上の制約か、いろいろ議論されて

きたが、未だに明確な説明は見当たらない。Watanabe(1994)、Hiraiwa(2001b)では、他動

性制約と称して、統語的な制約として議論している。 

（１１）  山田 が/*の  本を買った店 

  中古・現代コーパスの検索結果を（１２）に示す。 

（１２）「属格主語～ヲ格目的語」の組合せ 

a.  秋田市では、博士を 蝶の 取り巻くこと、大略斯の通りであった。 泉 鏡花（2004） 

b.  人の 花 φ見たる形かけるをよめる (φ：ゼロ対格)      古今和歌集 

c.  朱買臣 が 妻を 教えけむ年には…                      枕草子 

d.  隣の家より、風の 雪を 吹き越しけるを見て、           古今和歌集 

  確かに、現代語では、例文を見つけるのは困難で、倒置文一件（１２a）だけであるが16、

中古語では容易に探し出せる（１２b.c.d.）。従って、統語的制約ではなく、解析上の制約

であると考えることが出来る。 

 

属格主語と述語との間に介在物があると、容認度が低下するのは、連体修飾としての「の」

が卓立しているため、名詞等が後続すると主語としての解釈が困難となるためと思われる。 

 

７．おわりに 

  中古語と現代語のコーパスを使った対照分析と、内省だけに頼らない用例検索により、

次のことを主張した。 

① 連体形節における、「主格／属格」交替現象の本質は、中古と現代とでは何の変化も生

じていない。従って、現象が生ずるメカニズムも同じである。 

                                                         
16 Frellesvig((2011) pp.130)によれば、上代においては、主語とヲ格目的語が共存すると

きは、必ず、ヲ格目的語が主語より前に位置するとのことであるが、現代語と似ていて

興味深い。更なる探究が必要である。 
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② 格交替は、名詞素性をもつ連体形節そのものの機能に由来する現象である。 

③ 主語と述語との間の、目的語などの介在物も、属格主語の派生を妨げるものではない。

妨げがあるとすれば、認知的（解析上の）条件である。 

④ ただし、属格による主語表示が全く随意であるかは、検討の余地があり、今後の検討課

題である（これこそコーパスの出番である）。 

このような結果が得られたのも、身近に利用できる通時コーパスのお陰である。益々整

備が進み、利用者が多くなれば、すばらしい成果も増えることが期待できる。 
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